






















































































































































































































































































































鉄　　鋼 26。5×105 17．2×106 6．0×106
石油精製 4．4×105 3．3×106 0．4×106















































































































































1．資源・エネルギー（天然） 皿8】 　 　
2．資源・一工ネルギー（加工） ユ71】 一」〔12 一∫13
3．財　　・　サ　一　ビ　ス 一コσ2】 」σ，，（net） 一認23　し
4．廃　　　棄（・再生）物 WL W2 w、（net）
5．拡散エネルギー
@　（エントロピー尺度） θ1 ε2 召3
t
注）　1。単位はcal（カロリー）。
　2．netの意味は，（生みだされたもの〉一（使われたもの）＝純量である。
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　　　　　　el＝sb　e2＝xn，　e3＝x13．．・．．．．．．．．．．．h．．．．．．．．CD　　　　　｛
　　　　　　IVI＝X21，　W2）X22，　W3＄X23　’”．’．．．”．h．．一．．dt＠
がそれであると考えられる。次に，技術を自立させる（例えば，1カロリー
の石油から1カロリー以上の石油が生み出されることを保証する）条件，技
術・自立条件（そう呼ぶことにする）は何であろうか。
　　　　　Xll）Sl＋X21，　X222×12，　W3）X13＋X23’’’””’””＠
がそれであると考えられる。以上の2つの条件（式①，②，③）を総合すると，
　　　　　Xn）el＋Wl，　W2ZX22ke2，　W3＄e3＋X23　’’’’”＠
が得られる。これらは，エネルギー保存を保証し，かつ使われる技術が自立
であることを保証する最終的な条件であると考えられる。④を再きなおすと，
　　　　　el＄Xll－Wl，　e2＄X22＄W2，　e3）W3－X23　’’’’”＠
となる。これらei（i・＝1，2，3）で整理した式は，生産性について示唆す
ることがあるだろうか。なお，cはもはや利用不可能なエネルギー（これを拡
散エネルギーとか散逸エネルギーとか呼ぶのが習わしである）を示しており，
エントロピーの大きさを表わす尺度となるもの，と一応考えておいて差しつ
かえない。生産性を，拡散エネルギーを産出エネルギーで除したものと定義
しよう。すると，⑤はさらに，
　　　　　皇≦1」h，逸一≦1≦竺，皇≧1一一塑・一⑥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W3　　　　　　　　　　W3×22Xl）X22X11
と整理できる。いうまでもなく，⑥式の中の一門，」窪および竺は各プロセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W3　　　　　　　　　×22Xll
ス内における生産性であるから，⑥は，こうした生産性への制約を端的に示
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す条件，と解釈することができる。したがって，これらは各プロセスについ
てそれぞれ成立する，いわばミクロの条件といえよう。プロセス全部をトー
タルにとらえた，いわばマクロの条件は，次のものである。
el十e2十e3　　　　　〈8　・・一・一・…一・一・・一・一・一‘一・一・一・・…＠
コσ11十X22十1〃3
ミクロとマクロの条件⑥と⑦が同時に成立することが求められなければなら
ない。⑦は拡散エネルギーの総和（＝エントvピーの総量，el＋e、＋e3）を，
産出エネルギーの総和で除した値が，経験的に決めることのできる，何らか
の生産性基準値δ（デルタ）を越えてはならないことを示している。このδ
は，人間が，自らの生存を維持でき，かつ科学的なエネルギー分析から導出
される大きさであって，問題にする期間について政策的に決めうるものであ
る，と考えたい。こうしたδの値の決定は，科学的根拠にもとづいた，エン
トロピーの総量規制的意義をもっている。
　さて，在来的な生産性の考え方は，いうまでもなく，産出物の価値を投入
物の価値で除すことによって得られる，というものである。その場合，価値
は金額表示で示されるのが常套である。勿論，この場合，物量で測定するこ
とはできるし本来的にそうなのであるが，価値の測定ということでは金額表
示が使われる。この在来的な生産性の考え方は，最も基本となるフォーミュ
ラであることに変りはない。しかしながら，ことエネルギー消費，もっと具
体的にはエントロピー増加という観点からみるならば，このフォーミュラは
　　　　　（13）
欠点をもつ。δに与える影響のちがいにおいて，それは明瞭にあらわれるだ
（13）筆者は，最近，エントロピー概念を経済分析のトゥーールとして使用することを試み
　たことがある。拙稿「Service化経済分析序説（皿）」岡山大学経1斉学会雑誌，第17
　巻第1号，昭和60年6月。こうした考え方が，現代経済学にいまだ定着していないの
　は，何とも残念ではある。
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ろう。けだし，金額表示でみた（又，たとえ物量でみたとしても）在来型の
生産性が大きくなる，つまり生産性が上昇する，としても，そのことが，エ
ントロピー自体を同時的に大きくしてしまうことが十分に考えられるからな
のである。投入に比しての産出が大きくなっていることを評価できる一方で，
不可逆的なエントロピーを増やしてしまうという，ややもすると，正当な評
価計算から漏れる事態が同時に起る可能性がある。これを無視することはで
きない。つまり，総量規制的意味での基準δが潜在的に大きく設定されてい
るがために，そうした評価しえない（＝マイナスの評価のこと）事態が問題
化してこないということである。こうした，食いちがいの事態が実際に起こ
っていると考えるが，それを資料データでもって立証する必要がある。そこ
まで踏み込んでみる用意はあるが，本稿ではまだ果たせる段階にはない。な
お，本稿であまり述べることのなかった“情報的進歩の経済過程”とのから
みも含めてこの課題を研究する仕事は別の機会に譲ることとしたい。
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